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岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：後藤  
（℡058-272-8752）  

 左の本年度版リーフレット（A４版三つ折り）を、幼稚園、小学校１年・４年、各市

町の公共施設に配布しました。より一層、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動

を理解して、みなさんで取り組んでいただきたいからです。（下は、中面、裏面の一部） 

 この運動のねらいは、約束や宣言をすることをきっかけとして、家族での会話 

（コミュニケーション）や活動を充実させます。そして、愛情による絆で結ばれた

家族とのふれあいを通して、健やかな成長に喜びを実感できることです。 

 今回は、３校の実践を紹介します。カードや取組過程が分かるようにしました。 

①「ハッピー・スマイル週間」 外山小学校 

②「ノーメディアデー（家族の絆を深める日）」 小熊小学校 

③「こつこつ！ぐんぐん！おうちべんきょう」 真桑小学校 

 各学校での取組の参考にしてください。 

「自己肯
定感」のも
てる子に
育てたい 

 

家庭内の
コミュニ
ケーショ
ンを大切
にしょう 

 

岐阜県家庭
教育支援条
例で示す 
９つの項目
を育むこと
につながる 

 

「話そう！語ろ
う！わが家の約
束」運動 
に取り組もう！ 

 

－１－ 



在宅取組型  ５月31日(水)～６月５日(月) 

 

 

    

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方のあたたかい言葉の紹介より】 

 

 

 

 

 

【今年の実践カードの感想より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

①家庭全体で落ち着いた時間や雰囲気をつくり出す。 

②家族で読書できる機会を設け、本の感想を語り合う

など家庭の団らんを楽しみ、親子のふれあいを深める。 

 

①１日２０分間テレビを消して、読書する。 
②その時間は子どもだけでなく、家族で読書や新
聞などに親しむ。 

③読書後、家族で感想交流や会話を楽しむ。 
④テレビの他、パソコンやゲームも同じ扱い。 

運営者の願い・目的 

 「ハッピー・スマイル週間」という名称は、若

手職員によるネーミングだそうです。あったかさ

を感じ、家庭や地域がこの取組のことを意識でき

るようにと考えられました。 

 本巣中学校のテスト週間に合わせて年３回

（５・１０・２月）実施し、本年度からは外山小学校

と本巣小学校が同一歩調で進めておられます。 

  

  

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

 左上が１年生用のカードです。１年生

は、学習はすぐに終わってしまうので、

「読んだ本・誰と・何分」を記入します。  

下の２～６年生用カードでは、読書・

学習内容や自主学習についてチェック

し、時間も記入します。 

 取組後、集計結果を配布しています。 

各学年ごとの読書・学習の合計時間で

は、高学年になるに従って増加していま

す。多い子は１日平均２００分です。 

 この結果を教職員も受け止めて、指導

に生かしているそうです。 

 また、「保護者の方のあたたかい言葉」

を紹介しています。家族の会話を楽しん

だり、親子のふれあいを深めたりする様

子がわかり“ハッピー・スマイル週間”

の充実度が伝わってきます。 

本をたくさん読ん
でおもしろかったね。
毎日の本読み、これか
らも続けてやってい
こうね。 

 図書館で本を借りて来て一緒に一
杯読めました。時間がかかりますが、
後でもう一度一緒に読んで二人で楽
しみました。久しぶりに楽しかったで
す。ありがとうございました。 

 テレビを見る時間が
ないと、すべて、その
日やらなければならな
い事がスムーズに進む
から、頑張ったね。 

 いつもよりたくさん
読書したり、家で工作
したりして、テレビを
見ない時間も楽しく過
ごせました。 

子：うれしかったです。 
親：忙しいと、なかなか
一緒に読むことがで
きなかったのですが、
読んであげると、とて
もうれしそうにして
いたので、これからも
続けていきたいで
す！！ 

 

子：音読をやって、
楽しくてもっと
やってみたくな
りました。 

親：テレビを見ず
に、集中して勉強
できましたね。こ
のまま、つづけて
ね。 

 

子：わたしは、学習時間が１００
分間できたのでよかったです。
これからも１００分以上やり
たいです。 

親：自分から進んで何事もでき、
自覚をもった暮らしができて
いました。本が好きすぎて、寝
る時間が遅くなるのがたまに
きずだけどね。 

 

子：読書をいつもより長い
時間やれるようにがん
ばりました。 

親：ノーテレビ・ノーゲー
ムの時間に読書をした
り、家族と遊んだりでき
たのでよかったです。こ
れからも時間を大切に
使おうね。 

 

しずかにほんをよめました。よんだ

あとに、おはなししてくれて、うれ

しかったよ！ まいにち、がんばっ

たね！ 

ノーゲーム・ノーテレビがで

きて、家族で遊んだり読書を

したりして過ごすことができ

てとてもよかったです。これ

からも見るつもりのないテレ

ビは消すようにしよう。 
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在宅取組型  ５月１日(月)～５月７日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭でのテレビ・ゲーム・パソコン・携帯電話等のメ

ディアに費やす時間をコントロールし、家族との対話や

読書、外遊び等の有意義な活動に使うことによって、 

家族の絆を深められるようにする。 

 

①年に５回、「ノーメディアデー（家族の絆を深める日）」

を実施。各家庭の実状に応じて、チャレンジシートの

コースを選んで実行する。 

  ＊５月・夏休み・１０月・冬休み・2月 

②各家庭で記入し、担任に提出。結果を集計しまとめる。 

 

運営者の願い・目的 

＜りんごコース＞  

子：家族とトランプなどをして過ごせてたのしかった。 

親：皆でトランプができて楽しかったね。またやろうね。 

 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

この取組の願いが素敵です。「ノーメディアデ

ー」は「家族の絆を深める日」とするために行っ

ています。その効果も書かれています。 
 

①テレビ・ゲームの時間を減らす。 

自律←自分で時間の使い方をコントロールする  

気力←ﾃﾚﾋﾞ･ｹﾞｰﾑによる脳の疲れを持ちこさない 

意欲←手伝い･読書･外遊び等多様な経験をさせる 

②おうちの人との会話を増やそう 

  「自分」に関わることを語り合おう 

自信←子どもの話を聴き、認めて勇気づける  

希望←大人の体験を語り、将来の夢や見通しをもたせる 

関わり←家族共通体験で家族の絆を深める 
 
チャレンジシートには、５つのコースがあり、

選んで挑戦します。家族とも話し合い、宣言して

取り組むようになっています。 
 
メロン：朝からねるまでノーメディア 
ぶどう：学校から帰ったあとノーメディア 
いちご：メディア使用は１日１時間まで 
りんご：メディア使用は１日２時間まで 
バナナ：夕食の時だけノーメディア 
 
子どもが好きそうなフルーツの名前を付け、全

員に参加してもらい、子どもも大人もよりよい時

間を過ごしてもらえるようにしています。 

結果は、メロン６、ぶどう２０、いちご２８、

りんご３４、バナナ４３人でした。 
 
ノーメディアで生み出した時間は、「会話」に

生かした家族が圧倒的に多く、「外遊び、読書、

手伝い、料理」にも活用しています。 

ノーメディアによって、「会話が増えた」「いつ

もより深く話せた」「みんなが笑顔になった」そ

うです。親の意識が変わりはじめ、家族での時間

の使い方に工夫がなされ、絆を深めています。 

 ＜りんごコース＞ 

子：お茶を入れて楽しく会話ができた。 

親：祖母と一緒に庭に生えているレモンバームの葉を摘

み取って紅茶を入れたり、家族でバーベキューをした

りして楽しく過ごせました。 

 

 ＜いちごコース＞ 

子：苺コースを兄弟でクリアできた。次はメロンかぶどうに挑戦だ。  

親：兄弟力を合わせて取り組めたことは、とってもよかった

ですね。次もがんばってください。 

 

 ＜バナナコース＞ 

子：食事時間だけでもテレビを消してできたので嬉しかった。 

親：テレビを消すことで家族の会話が増え、楽しい時間が持

て、学校や友達のことをたくさん話してくれました。 

 

－３－ 



在宅取組型 ６月９日(金) ～６月15日(木) 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 望ましい学習習慣を身に付け、学力を向上させるため、 

①決まった時間に家庭学習を始め（学年×10＋10）分以

上、取り組む。②家族で家庭学習に取り組む。 

 

①6/6～6/8    取組期間の計画を親子で立てる 

        習い事や家の都合等を考えて、開始時刻を決める。 

②6/9～6/15   取り組む 毎日記録を付ける 

③6/16     取組用紙回収 

④6/20～6/23  本部役員で集計･考察し保護者に配布 

 

 

運営者の願い・目的 

  

  

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

「こつこつ！ぐんぐん！おうちべんきょう」の取

組は、昨年度からで、真正中学校のテスト週間に

合わせて年２回（６月・１１月）実施されています。 

 「家庭学習を習慣化するには、家族のサポート

が欠かせません。一緒に開始時刻や目標時間を決

め、環境を整えます。そして、進んで取り組める

よう呼びかけ見守ります。」と、次の２点を依頼。 

  家庭学習を習慣化させるための秘訣！！ 

  ①家庭学習をする環境を整えましょう！ 

  家庭学習の場所は、学習に集中できるように

整理整頓をし、その時間は家族も落ち着いて過

ごしましょう。親子で一緒に読書をするなども

とてもよい時間の過ごし方です。 

  ②やる気を引き出す保護者の言葉！ 

  やる気を引き出すには、否定的な言葉ではな

く、肯定的な言葉かけが大切です。 

 

 開始時刻や目標時間は、ほとんどの子が守るこ

とができ、よい成果をあげています。取組結果は

７月学級懇談会資料として配布され、ＰＴＡ委員

の進行で保護者同士の交流をしました。 

◇声掛けのみをし、普段通りの生活であった。 

◇ＴＶは消して、雑誌を読んだり傍に居たり、 

 静かにできるようにした。 

◇兄弟そろってやるようにした。ノーテレビ・

ノースマホがきいて、取り組みは成功した。 

◇子ども一人なので、テレビは消し、親がぐう

たらしないで家事を必死にやるようにした。 

 本人も親も集中できるようにした。 

 

集計表には、「お子さんが勉強に集中するために

どんな協力をしましたか？」の結果があります。 

○「テレビを消す、ゲームを預かる」等、静か

に集中できる環境づくりをする。 

○「隣で読書をする、勉強中は親も仕事をする」

等、全員で学習時間を共有する。 

○「毎日同じ時間に食事・勉強ができるように

した」等、規則正しい習慣づくりをする。 

○「がんばっているね」等、肯定的な言葉をかける。 

○一緒に計画を立て、見守る。 

こうした家族での会話や見守りが、家庭学習の

習慣化を支えています。 

配布資料（B４版表裏）

の一部。学年別のグラフ

や記述で、まとめがされ

ている。 

 

－４－ 


